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あらまし：本研究は、日本人理工系大学院生を対象に、国際学術会議での英語による研究発表や、国際学

術ジャーナルへの論文投稿を円滑かつ効果的に行うための英語教材の開発を目的とする。本研究では、ま

ず始めに対象学生へのニーズ調査を実施し、その結果をもとに、実際の大学院生を開発メンバーに加えた

教材開発チームを編成し、理工系の主要 5 分野に焦点を当て、分野別の学術英語語彙の解説、典型的な学

術表現、英語による研究発表のサンプル等を含む教材を開発している。本発表では、これまでの教材開発

の取り組みと成果について中間報告をする。 
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1. はじめに 
文部科学省は「科学技術指標 2023」において、日

本の研究開発費や研究者数において世界 3 位である

一方で、論文数が過去最低であることを発表した。

同様に、日本の大学の国際ランキングでの順位の低

下が広く報道されている。 
この状況の一因として、国内の自然科学系の研究

室が英語を使用する割合が 10.1%と低水準であり、

このことが国際共同研究の機会の不足や大学院生の

英語による研究発信力の不足につながっていると指

摘されている（石川, 2018）。この問題に対処するに

は、理工系の大学院生が専門的な研究成果を英語で

発信するスキルを習得することが不可欠であり、そ

のためには学習ニーズやレベルに合わせた学術英語

の教材開発が喫緊の課題となっている。 
本研究では、理工系大学院における従来型の英語

教員主導の学術英語教材の開発手法を見直すために、

国内の理工系大学院生が学会発表や国際学術誌への

論文投稿時に必要な英語の発信力のニーズやレベル

を調査・分析した。その後、英語教育の専門教員、

国内外の理工系専門教員、教材利用者である理工系

大学院生からなる学際的な教材開発チームを結成し

た。そして現在、調査により明らかになったニーズ

に基づき、発信型学術教材を開発している。本論文

では学術英語のニーズ調査結果、ならびに、これま

での教材作成において得た中間成果を報告する。 
 

２．理工系大学院生の学術英語のニーズ調査 
2024 年 7 月、ある地方国立大学の大学院理工学研

究科の修士課程の在籍者を対象に、大学における理

工系大学院生の授業および研究活動における英語使

用実態についての調査を実施した。回答者は計 123

名で、内訳は修士課程 1 年生 116 名、修士課程 2 年

生 4 名、博士課程 1 年学生 3 名、性別は男性 87 名、

女性 35 名であった。 
調査の結果、86%の学生が指導教員から英語論文

を読むよう指導されている一方で、英語で専門科目

の授業を受けたことがある学生は 64%にとどまった。

研究室のゼミの使用言語については、「日本語のみ」

が 75%、「日本語と英語の併用」が 21%、「英語のみ」

が 3%であった。 
また、英語で学術論文を執筆した経験がある学生

は 10%未満で、英語による研究発表を行った経験が

ある学生も 14%程度にとどまった。さらに、「英語に

よる学術論文の書き方」を学ぶ授業を受けたことが

ある学生は 5%、英語での研究プレゼンテーション

スキルを学ぶ授業を受けたことがある学生は 3%と、

いずれも極めて少数であった。英語による研究成果

の口頭発表に関しては、「全く自信がない」と回答し

た学生が 67%、「あまり自信がない」とする学生が

27%にのぼり、全体の 94%が英語力に不安を抱えて

いる実態が明らかとなった。また、国際学術誌への

投稿に対する自信がある学生はわずか 8%であった。 
 

３． 世界への研究発信力を高める理工系大学

院生向け学術英語教材の開発 
上記の調査から、地方大学に在籍する理工系大学

院生の多くが、英語を用いた学術活動に対する経験

と自信を十分に有していない現状が示唆された。特

に、英語での論文執筆や口頭発表に関する実践的な

訓練機会が限られており、体系的な学術英語教育の

不足が顕著である。このような状況を踏まえると、

今後は大学院教育において、英語による専門科目の

授業の充実だけではなく、英語論文作成およびプレ
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ゼンテーションの実用能力の育成を目的とした教育

プログラムの整備が急務であると考えら、本研究で

は、図１に示すような世界への研究発信力を高める

理工系大学院生向け学術英語モバイルラーニング教

材の開発を目指している。 

 
図１：理工系の大学院生に向けた学術英語教材 
 

3.1 大学院生による教材の開発 

2024 年度前期に本研究の代表者が担当した博士

後期課程の「アカデミック英語演習」では、受講生

の中から４名を募集し、それぞれの専門分野に基づ

いた学術英語教材の作成を依頼した。作成された教

材には、各自の専門分野で頻繁に使用される専門用

語や例文、専門知識関連する図や画像、YouTube や
関係ウェブサイト上の専門家によるプレゼンテーシ

ョン映像、さらに専門指導教員から推奨された専門

分野の重要な論文などが含まれている。 

 
図２：理工系大学院生が作成した学術英語語彙 

 
本研究における学術英語教材作成では、研究代表

者が教材の作成方針、手段、方法について助言を行

い、教材の具体的内容については、各大学院生の専

門分野の基礎知識および最新の研究動向を反映させ

ることを前提とした。大学院生が自らのために学術

英語教材を作成することは、当人の英語学習に対す

る動機づけとなると同時に、教材の有効性および汎

用性の確保にも資することが期待される。作成する

教材の妥当性については、英語教員と当該専門分野

を担当する教員の確認をすることで担保している。 

3.2  AI を活用した学術英語教材の開発 

汪・岩田（2024）によれば、AI で作成された英語

教材は、教員が作成したものと内容的に大差ないこ

とが明らかにされた。また、ChatGPT に代表される

生成 AI は、学術英語教材の開発において、学術的な

英語リソースの検索に留まらず、教材の素材となる

英文の生成や専門用語の解説、例文作成など、革新

的な役割を果たすことが示唆された。このため、本

研究では AI を積極的に教材開発に活用している。  
従来、教材作成は膨大な労力を有する作業であっ

たが、現在では ChatGPT の「タスク」機能を活用す

ることで、設定した時刻に自動的に必要な教材を配

信することも可能となっている（図 4 参照）。 

 
図４：ChatGPT Task 機能が定期的に自動的に生成した学術英語

語彙教材 

 
4・おわりに 
本研究は現在も継続中であるが、教材開発におい

て、利用者でもある理工系大学院生を開発チームに

加える手法は有効であることが明らかとなっている。

また、AI 技術の活用により、学術英語教材の大量か

つ効率的な開発が可能であることも実証された。以

上の成果を踏まえ、現在は学術英語学習ウェブサイ

トの構築に加え、スマートフォン向けの学術英語学

習アプリの開発を進めている。 
今後、理工系大学院生の参加型および AI の活用

によって開発した学術英語の教材を公開することで、

理工系大学院生が自身の研究成果を世界に向けて効

果的に発信する力を高めることを目指す予定である。 
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